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ラフ 1. 頻出単語 
② 施設・職員に対して思い浮かべるイメージの割合は 25％である。頻出単語は、「暗い（建物）」が































































61 名（72％）、イメージしていた通りだが背景が分 15 名（18％）、



























































































記述する。回答を内容ごとのまとまりに分けたところ、85 名の学生から 221 個の「不足していたこと」
を抽出することができた。一人当たり 2.6 個の「不足していたこと」に気付いたことが分かった。「不足
していたこと」をカードワークによって分類した結果、6 つのカテゴリに分類することができた。それ
らは、①子どもに対する働きかけ 61 個、②事前の学習 53 個、③やる気 40 個、④日誌の書き方 29 個、
⑤職員に対する働きかけ 27 個、⑥家事の習得 11 個、であった。分類したそれぞれのカテゴリに当ては
まる不足の数を学生数 85 で割った「不足に気付いた学生の割合」がグラフ 3．である。それによると、
①「子どもに対する働きかけが不足」していたと気付いたのは 72％の学生であった。②「事前の学習が




グラフ3．不足に気付いた学生の割合   グラフ 4．子どもに対する働きかけで不足していたことの割合 
  







































順位 動詞（使用数） 順位 動詞（使用数） 順位 動詞（使用数） 順位 動詞（使用数）
1 声をかける（174） 2 伝える（110） 3 考える（86） 4 聞く（80）
5 関わる（75） 6 見る（53） 7 観察する（50） 8 話す（35）
9 体調に気を付ける（33） 10 褒める（32） 11 楽しむ（32） 12 笑顔になる（28）
























順位 動詞(使用数) 順位 動詞(使用数) 順位 動詞(使用数) 順位 動詞(使用数) 
1 声をかける(174) 2 伝える（110） 3 考える（86） 4 聞く（80） 
5 関わる（75） 6 見る（53） 7 観察する（50） 8 話す（35） 
9 体調に気を付ける（33） 10 褒める（32） 11 楽しむ（32） 12 笑顔になる（28） 
13 知る（27） 14 気づく（26） 15 理解する（24） 16 配慮する（23） 
 















グラフ 6．事前の学習で不足していたことの割合   グラフ 7．やる気で不足していたことの割合 
  
 






















































の不足が 30％（12 個）、何があっても動じない「覚悟・強い心」が不足していたとの回答が 15％（6個）、
「体調管理」の不足が 10％（4個）、「明るさ・笑顔」の不足が８％（3個）であった。 
 






グラフ 8．日誌の書き方       グラフ 9．職員に対する働きかけ  グラフ 10．家事の習得 
    
 






























































































番号      氏名 
日誌の書き方 
家 事 の 習 得 
子どもに対する働きかけ 
や る 気 
職員に対する働きかけ 
事 前 学 習 
（表11．）実習の取 組み点検チェック表 番号　　　　　　　氏名
−40−
４. 今後の課題
実習に行って不足していたことを分類すると、6 つのカテゴリになった。
そこで、それぞれのグラフのデータラベルの前にチェックボックスを設けて、各自でチェックし確認
出来るようにした「実習の取り組み点検チェック表」（表11．）を作成した。表の左側には、主に事前
に学習しておく事柄である①子どもに対する働きかけ、②事前の学習、③やる気、のカテゴリを配した。
右側には、主に実習中に心がける事柄である④日誌の書き方、⑤職員に対する働きかけ、⑥家事の習得、
のカテゴリを配した。分類したカテゴリには、不足の数の大小があるが、そのことがカテゴリの優劣を
表すものではないので、グラフの大きさを同じにそろえた。
施設実習に行く前は、施設実習がイメージしにくいことから、不安と否定的な気持ちが大きい。そう
した状態から実習を始めると、安心して肯定的な実習を行うに至るまで、大きなエネルギーを必要とす
る。そこで、事前学習において気持ちの持ち方を整えておくと、学生のエネルギーは本来学ぶべき実習
にスムーズに注入されることが可能になる。このことから、学生自身で事前準備と実習中の行動の確認
を行うことができる「実習の取り組み点検チェック表」が有効であると考える。しかし、チェック表は、
項目の確認は行えるが、時系列を追って確認ができるまでにはなっていない。今後は、実際に使用しな
がら、時系列にも対応できるなど、さらに工夫を重ねていきたいと思う。
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